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～病院理念～ 

市民に選ばれる 市民のための 安心で心あたたまる病院 

院長のご挨拶 院長 吉岡 茂 

 地球温暖化の影響で、すがすがしい春の期間は非常に短く、

あっという間に夏になりました。皆さん、この暑い夏を無事に乗り切

れるよう、適切な冷房の使用や十分な水分、塩分補給をおこ

なって、体調管理に留意していただきたいと思います。  

 さて、当院は「胎児から高齢者まで切れ目のない医療の提供」

をモットーに、現在、小児、周産期医療に加えて、脳卒中、狭心

症、大腿骨骨折など高齢者救急に関わる診療科の整備を進め

ております。2022年に開設された脳神経外科も今では4名体

制で、脳卒中に対する緊急の血管内治療にも対応しています。             

また、昨年度より段階的な整形外科医師の増員が開始され、

大腿骨骨折等の入院手術も再開することができました。    

そして、今年度より千葉大整形外科

で脊椎脊髄外科をけん引していた専

門医が、新たに当院に加わってくれま

した。また、救急科医師も順調に増

え、今まで以上に成人、高齢者救

急に対応できる体制となっています。 

  来年秋に開院予定の「千葉市立

幕張海浜病院」の建設工事も順調

に進んでおります。これからも、私たちは、地域の皆様に、安心・

安全な医療を提供できるよう、職員一同努力してまいりますの

で、どうぞよろしくお願い致します。 

初期研修医・新任専攻医の紹介          副院長 齋藤 博文

 令和7年度の初期研修医は、1年次が8名、2年次が8名で

す。そのうち1年次1名は千葉大学の研修医です。1年次、2年

次ともに基幹型プログラム、産科・小児科プログラムともにフルマッ

チで採用となっています。短期の研修は協力型病院として、千葉

大学、青葉病院、千葉県立病院群、千葉医療センターより25

名を受け入れています。 

 当院の初期研修医の出身大学は千葉大学3名、国際医療

福祉大学2名、東邦大学2名、東北大学、北海道大学、東京

科学大学、信州大学、宮崎大学、産業医科大学、日本医科

大学、順天堂大学、デプレツェン大学と多彩です。 

 研修プログラムは2つあり、必修の内科、救急部門（救急科、

麻酔科）、産婦人科、小児科、外科、地域医療、精神科は共

通ですが、2年次に基幹型プログラムは約40週の自由選択科期

間があり、産科・小児科プログラムは自由選択科期間が20週

で、新生児科4週と選択科（産科または小児科を選択）16週

が必修となります。いずれも当院の特色であるER型救急や小児

周産期診療、ジェネラリスト、チーム医療を学べる内容となってい

ます。 

 専門研修は、小児科、内科、救急科、外科が基幹施設として

認定されています。また令和6年4月からはサブスペシャルティ領

域である集中治療専門医研修施設としても認定されました。 

 内科専攻医は合計3名で、基幹型2名（1年次、3年次）、

千葉大協力型（消化器内科）1名となっています。 

 小児科の専攻医は3年次6名、2年次5名、1年次8名、併せ

て19名となり、海浜病院小児科・新生児科・小児外科、連携

施設である千葉大学小児科、千葉県こども病院、東京女子医

科大学八千代医療センター、東京ベイ・浦安市川医療セン

ター、東京医科歯科大学小児科、沖縄県立南部医療セン

ター・こども医療センター、佐久総合病院・佐久医療センターとそ

の他の関連施設に各人の希望によりローテートし研修しておりま

す。  

 初期研修医と専攻医が良い研修ができるよう病院全体で支援

していきます。 



新しく就任した医師の紹介 ①出身地②専門分野・研究テーマ③特技・趣味 ④海浜病院での抱負 

整形外科統括部長 

古矢 丈雄 

① 神奈川県 

② 脊椎脊髄病学、脊髄再生、がんの骨

転移 

③ レコード収集、スノボー、秘境探検 

④ 千葉市の医療の発展に貢献するために

尽力します。 

小児外科統括部長 

松浦 玄 

① 東京都 

② 小児外科全般。新生児外科は特に好

きです。 

③ スキー、スキューバ、土いじり、落語、手

話 

④ 新病院に向けてどうすれば全体が盛り

上がっていくかを探求、実践したい。 

小児科部長 

瀬戸 愛生 

① 埼玉県所沢市 

② 児童精神科 

③ 長距離走 

④ 児童精神科の外来・入院治療、リエゾ

ン活動を中心に当院に貢献できれば幸

いです。 

救急科部長 

溝邉 倫子 

① 愛媛県松山市 

② 救急、医学教育、災害医療 

③ ゴルフ、テニス、読書、スポーツ観戦 

④ 自身の研鑽を積みながらも、患者様、

職員の皆様が笑顔になれるよう、微力

ながら尽力していきたいと思っています。 

救急科医長 

吉池 安隆 

① 千葉県 

② 救急、集中治療、災害医療 

③ ドラム、旅行、車 

④ 相談しやすいと思っていただける

存在であるよう、頑張っていきま

す！ 

小児科医長 

廣瀬 健陽 

① 千葉 

② 血液 

③ 飲み歩き（でした） 

④ 昨年まではこども病院でしたが、当院は

成人科もある総合病院のため、血算異

常や凝固異常に関して一緒に考えてい

けたらと思います。  

小児科医長 

引間 叡孝 

① 千葉県柏市 

② 小児神経・児童精神 

③ 一人旅（温泉地だと、なおよい） 

④ 小児とご家族に寄り添った医療を目指

しつつ、他職種の方とも協力して取り組

むことを目指してまいります。 

 

消化器内科医長 

仲澤 隼人 

① 千葉県千葉市 

② 消化管領域、早期胃癌や大腸癌など

の治療を大学院では学んでいた。博士

号は大腸EMRの論文で取得した。 

③ バレーボール 

④ 消化器内科医として微力ながら尽くさ

せていただく所存です。 

眼科医師 

森田 真由子 

① 千葉県 

② 眼科一般 

③ 旅行 

④ 地域医療に貢献できるよう、患者様に

寄り添った診療に努めて参りたいと思い

ます。 

小児科医師 

渡邊 啓 

① 東京都板橋区 

② アレルギー・膠原病 

③ 音楽 

④ 地域のこどもたちのため全力で仕事をさ

せていただきます。宜しくお願いいたしま

す。 

耳鼻咽喉科医師 

布施 宏樹 

① 千葉県 

② 耳鼻咽喉科一般 

③ スノーボード、麻雀 

④ 本年度より着任いたしました。耳鼻咽

喉科診療を通して千葉市の医療に貢

献できるように精進して参ります。 

 

リソースナースの活動について 摂食嚥下障害看護認定看護師 鈴木 恭子 

  当院には、摂食嚥下障害看護認定看護師が2名います。 

  NSTやリハビリ科と協働し、嚥下障害のある患者さんに嚥下

評価をおこない、適切な食べ方の獲得や摂取方法の指導、栄

養管理を考え、患者さんの思いに寄り添いながら食べる支援をし

ています。 

 人にとって食べることは活力の源であり、楽しみであり、他者との

コミュニケーションの場にもなります。しかし食べることに障害が起こ

ると楽しみが奪われ、窒息や誤嚥、低栄養、脱水の危険性が出

てきます。 

 千葉市の高齢者数は増加傾向で2040年には高齢者率が

33.2％と上昇する見通しで、（※2023年8月８日 千葉市 

人口の将来見通しより抜粋）摂食嚥下に問題のある人が潜在

的に増えていくといえます。 

 当院においても、患者さんの高齢化と令和5年度から脳神経

外科が本格稼働となり、後遺症等で摂食嚥下障害がある介入

患者さんも増加しています。 

 当院は、このような患者さんの「口から食べることを支える」を他

職種で支える体制が整っている病院です。 

新メディカルスタッフのご挨拶 

薬剤部 藤川 湖白 

 新人薬剤師の藤川です。3月に大学を卒業し、4月から海浜

病院の薬剤部に仲間入りしました。現在は調剤室で調剤業務、

術前中止薬の説明、当直業務などを行っています。 

 学生の頃海浜病院を見学した際に、当時1年目の先輩方とお

話する機会をいただきました。そこで、薬剤部や病院のあたたかい

雰囲気を心地よく感じ、私もこの病院で千葉市の医療を支えた

いと強く思いました。実際に海浜病院で薬剤師として働いてみる

と、自分の知識不足や視野の狭さなど、あらゆる技量がまだまだ

足りないことを痛感しています。そのような中で、先輩方が丁寧に

ご指導くださるおかげで、なんとか今日も、薬剤部の一員として業

務に取り組めています。先輩方に少しでも近づくことができるよう

に、まずはこの1年、日々学ぶ気持ちを忘れずに、これからも業務

に励んでいく所存です。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

リハビリテーション科 作左部 日菜 

 このたびご縁があり、4月から千葉市の職員として入職させてい

ただくこととなりました、リハビリテーション科新人作業療法士の作

佐部日菜と申します。 

 私は千葉市に長く居住しており、これまで育てていただいた地元

に医療を通じて恩返しができることを、大変嬉しく、また誇りに思っ

ております。 

 作業療法士としての歩みを始めたばかりで、まだまだ未熟な点

も多くございますが、諸先輩方のご指導を仰ぎながら、一日も早く

一人前の医療人として成長できるよう真摯に業務に励んで参りま

す。また、患者様一人一人の思いや背景を大切にし、心に寄り

添ったリハビリテーションを提供できるよう努めて参ります。今後とも

ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

臨床検査科 工藤 知之 

 工藤知之と申します。昨年度まで他の急性期病院にて検体検

査を主に様々な分野の検査に従事してきました。今までの経験

を活かし、貢献できるよう努めて参りたいと思います。 

 

臨床検査科 安田 菜夏 

 臨床検査技師の安田菜夏です。前年度までは、千葉県内の

総合病院に勤務しておりました。まだまだ至らない点が多々ありま

すが、一歩一歩知識や経験を積んでいきたいです。 

 

臨床検査科 平尾 澪奈 

 4月から検査科に配属されました、平尾澪奈と申します。生理

検査で患者様が安心して検査を受けられる様な対応を心掛けて

いきたいと考えています。よろしくお願いいたします。 

 

臨床検査科 三原田 萌華 

 新人臨床検査技師の三原田萌華と申します。習志野市出身

で、日々細菌検査室で先輩方のご指導のもと業務に励んでいま

す。よろしくお願い致します。 

 

臨床検査科 渡邉 真名 

 新人臨床検査技師の渡邉真名です。現在は生理検査室で

心電図・呼吸機能検査、新生児スクリーニング検査を学んでいま

す。信頼される臨床検査技師に成長できるよう頑張ります！ 

 

リソースナースの活動について    認知症看護認定看護師 津田 千波 
 当院では、認知症看護認定看護師を中心に多職種と連携

し、専門的な視点から個別性を大切にしたケアを提供していま

す。高齢者やご家族の不安や悩みに応える「高齢者相談窓口」

と、高齢の患者さんが日中に活動する時間を確保するために「院

内デイケア」を実施しています。院内デイケアに参加したことで、認

知症の症状である混乱や不安、昼夜逆転などが軽減され、患者

さんの表情に笑顔が増えるなど嬉しい変化が見られています。 

 これからも、一人ひとりの気持ちに寄り添いながら、患者さんが

“その人らしく”過ごせるように関わっていきます。また、介護や医

療、日常生活に関するご相談にも対応できる体制も整備されて

います。 


